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熟体の構造解析の方法論を確立することを目的として行った。まず， ブタ腎臓アミノアシラーゼ I のタンパク質側か
らの一次構造解析をイオンスプレータンデム質量分計を用いて行った。この解析は， 1) タンパク質の分子量の決定，
2 )タンパク質をプロテアーゼ等で断片化し， LC/MS 法による各断片化ペプチドの分子量の決定と cDNAの塩基配
列より推定されるアミノ酸配列への帰属， 3) MS/MS 法による各断片化ペプチドのアミノ酸配列および修飾構造




を開発した。この方法は，目的ペプチドのN-末端をN-スクシンイミジル 5- ブロモー3- ピリジンカルボキシレートで
標識し，臭素の天然、同位体分布比を目印に， MS/MS 法により生じるフラグメントイオン中より， N-末端由来のフ
ラブメントイオンを容易に特定できるのが特徴である。さらに， C-末端にリジン残基を持つペプチドを H2 1R Q 中で






感度で構造決定ができる質量分析法の特徴を生かすため，蛋白質の N ， C両末端の新しい決定法を開発し，先端的構
造解析法を記述した本論文は，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認めるo
